














これまで個人の生活・地域社会に根ざした事業を展開してきたヤマトグループは、社会との共生が必要

不可欠であり、企業収益の最大化と社会貢献の最大化を両立させることが重要であると考えています。

このような観点からも、CSRの概念を発展させた社会と価値を共有するCSVの考え方に基づき、流通構





基本戦略 1 「バリュー・ネットワーキング」構想の推進









4. 2015年3月期の業績見通しと資本政策

株主の皆様へは、配当と自己株式の取得を合わせた総還元性向を高めていくことを基
本方針とし、利益還元を図ってまいります。

「DAN-TOTSU3か年計画STEP」の初年度にあたる2015年3月期の業績見通しにつきましては、連結営業

収益1兆4,370億円（前期比4.5%増）、連結営業利益700億円（前期比10.9%増）、連結当期純利益410億円

（前期比17.9%増）、設備投資800億円（前期比9.6%2 0 1 5 � å
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組織図
2014年3月31日現在



企業の社会的責任

ヤマトグループは、事業の収益性のみならず、公共性の高

い企業グループとして公正に経営していくことが企業の永続

的な発展の大前提であると認識しています。

事業の原点として位置付ける「グループ企業理念」に沿って、







2014年3月31日現在

コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方
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2014年3月31日および2013年3月31
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（6） 長期借入金、リース債務及び新株予約権付社債の返済予定額

単位：百万円

3月31日に終了する連結会計年度 長期借入金 リース債務

ゼロクーポン 
転換社債型 

新株予約権付社債

2015年 ¥17,156 ¥4,785
2016年 10,007 2,136 ¥20,000
2017年
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（4） 報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報
2014年3月31
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